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近畿総合通信局の組織

近畿総合通信局は、情報通信政策を所掌する
総務省の地⽅⽀分部局です。
滋賀・京都・⼤阪・兵庫・奈良・和歌⼭の2府4県において、
・地域の情報化
・放送の受信環境整備
・無線局の免許
・電波の監視
・電気通信事業の許可

などの所管業務を通じて、安⼼して快適に利⽤できる
情報通信社会の実現に向け、様々な施策を推進しています。
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近畿総合通信局の組織

《電話番号》 06－6942－＊＊＊＊

※出張所・支所はありません

近
畿
総
合
通
信
局

情報通信部

放 送 部

無線通信部

電波監理部

電波利⽤環境保護の周知広報
電波適正利⽤推進員制度、電波環境対策
登録検査等事業者、⾼周波利⽤設備の許可

電波の監視、不法・違法無線局の探査・処分
基準不適合設備への対応

電波の利⽤状況の調査
電波の発射状況の調査
電波監視設備・機器の保守管理

周波数の割当
電波利⽤の促進に関する調査研究
電波の利⽤状況の調査・公表

電気通信事業者の無線局の許認可
電波伝搬障害防⽌

国・地⽅公共団体・公益事業・鉄道・
バス事業者の無線局の許認可

タクシー・ＭＣＡ・⼀般私企業・
簡易無線・アマチュア無線等の
無線局の許認可

放送関係無線局の許認可
放送受信相談

航空機・船舶関係無線局の許認可
無線従事者資格の免許

ケーブルテレビ・有線放送の登録・届出・
監督

電気通信事業の登録・届出等
電気通信関係資格者証の交付
電気通信消費者⽀援

地域情報化、情報通信による地域振興

局内庶務、⼈事、給与

企画、総合調整
広報・報道、情報公開

予算決算、各種契約
国有財産管理、電波利⽤料徴収

信書便事業に関する許認可・監督

情報通信⾏政に関する⼀般的な相談

産学官連携・研究開発⽀援
ICTベンチャー⽀援
地域コンテンツ流通の促進

総務課

情報通信技術を⽤いた防災・減災

財務課

監視課

調査課

電波利⽤環境課

防災対策推進室

近畿総合通信相談所

陸上第⼀課

陸上第⼆課

陸上第三課

航空海上課

電波利⽤企画課

有線放送課

放送課

電気通信事業課

情報通信振興課

情報通信連携推進課

総 務 部

8548

8513

8504

8502

8518

8584

8568

8571

8521

8540

8505

8554

8555

8574

8534

8524

8525

サイバーセキュリティに関する周知啓発サイバーセキュリティ室 8537

⼤阪・関⻄万博への協⼒⼤阪・関⻄万博協⼒室 8623

企画課 8506

信書便監理室 8596

３



総務部
○ 総括・総合調整 近畿総合通信局全体の総括、取りまとめをしています

○ 福利厚⽣・⼈事・給与・会計 職員が安⼼して働ける環境を整えます

○ 採⽤活動・広報活動 当局の業務内容や魅⼒を伝えます

○ 災害時の通信確保への対応 通信ネットワークの復旧を⽀援します

○ 信書便※制度の監督 信書便事業の監督を⾏っています

仕事紹介

局の司令塔

衛星携帯電話
通常の携帯電話では通
話が困難な地域での利
⽤が可能

簡易無線
1km〜5km程度の

通話が可能

MCA無線
中継局を中⼼に半
径30km程度の通

信が可能

公共BB
VHF帯（200MHz帯）
を使⽤し、映像伝送等の

データ通信が可能

ICTユニット
迅速にＷi-Fi環境の構
築が可能な通信設備

近畿 11台 50台 10台 4式 6台

全国 412台 1070台 179台 11式 13台

（※）特定の受取⼈に対し、差出⼈の意思を表⽰し⼜は事実を通知する⽂書

災害発⽣時の貸し出し機器⼀覧
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仕事紹介

情報通信部 社会のデジタル化を実現

○ ローカル５Ｇの利⽤拡⼤ 地域課題解決のためにローカル５Gの導⼊を進めます

○ 消費者保護の充実 電気通信サービスの安⼼・安全な利⽤を⽀援します

○ ICTベンチャービジネスの発掘 ビジネスコンテストの実施・⽀援をしています

○ テレワークの推進 テレワーク導⼊・実施時の課題を解決へ導きます

○ サイバーセキュリティの強化 サイバーセキュリティに資する⼈材を育成します

ローカル５Ｇの活⽤イメージ
👈活⽤事例の詳細はこちら ５



仕事紹介

放送部 ⾝近な放送、実はここから

○ 放送・ケーブルテレビの許認可 テレビ・ラジオの放送局の免許⼿続を⾏います

○ 放送ネットワークの強靱化 災害等に強い放送ネットワーク作りを促進します

○ 海外への関⻄の魅⼒発信 関⻄の魅⼒を紹介する放送コンテンツ制作を⽀援します

○ 臨時災害放送局の貸出 臨時災害放送局の設置・運⽤訓練を⽀援します

【臨時災害放送局の運用訓練の様子】
放送設備を通して、安否情報や炊き出し情報を周知します

放送アンテナ
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仕事紹介

無線通信部 電波利⽤にはルールがあります

ローカル５Ｇの活⽤イメージ

○ 無線局の免許 電波を利⽤する幅広い無線局の免許⼿続を⾏います

○ 無線従事者資格※の管理 無線局運⽤に必要となる資格を発給・管理します

○ 電波の有効利⽤促進 電波の利⽤状況を調べて有効利⽤を促します

○ 電波の伝搬障害防⽌ ⾼層建築物による電波の障害を防ぎます

７



👈

2022年末〜2023年上旬
⼤阪市内でラッピングバスが
⾛⾏していました!

電波利用環境保護
キャラクター
「デンパ君」

仕事紹介

電波監理部 電波利⽤のルール破りは許さない

👈

G7広島サミットに
おける特別電波監
視体制の様⼦

○ 不法無線局の取締り 電波監視システム（DEURAS）により不法無線局を取り
締まります

○ 重要無線通信妨害の排除 妨害源の探査を実施し、迅速に排除します

○ 正しい電波利⽤の周知 正しい電波の利⽤に関する啓発活動を⾏います

○ ⾼周波利⽤設備に関する許可 ⾼周波電流のエネルギーを利⽤する設備を審査します

８



採⽤後、全国の同期と共に総務本省（千代
⽥区）や情報通信政策研究所（国分寺
市）で約1ヶ⽉間研修を受けます。
無線や情報通信の仕組みなどの基礎的な知識
の習得から、国家公務員の権利・義務やビジネ
スマナー等について幅広い研修があります。

⼤阪に戻ってきてからも職場研修が続きます。
各課の業務を学びながら、実際に使われてい
る放送施設や無線アンテナの⾒学もします。

採用後はどんな感じ？

４月

５月

6⽉1⽇は「電波の⽇」、
電波法施⾏を記念した式典にスタッフとして携わ
ります。

採⽤から6ヶ⽉間は条件付任⽤期間です。
業務では、先輩職員である指導員による
OJTにより、実務を通じた業務習得を⽬指
します。

正式に採⽤され、本格的に業務に携わる
ことになります。

６月

７月
８月
９月

10月

９



課⻑
補佐級

これまでの経
験や知識を生
かして中核職
員として活躍
します。

課⻑級

部⻑級

係員級

上司の下で業務
をこなし職場に
慣れていきます。

係⻑級

中堅職員とし
て、責任を
もって業務に
当たります。
部下の育成・
マネジメント
も必要です。

⼊局後、約２年ごとにある⼈事異動を経験しながら、国家公務員としての
キャリアを積んでいくことになります。
採⽤３年⽬には２年間総務本省の業務に携わる機会があります。
また、地⽅⾃治体など関係機関で働く機会もあります。
様々な組織経験や、⼈との出会いを通じて、⼀⼈ひとりに合ったキャリア

プランを描いていくことが可能です。

部、課室の責任者
として活躍が期待さ
れます。

ミライの私はどうなるの？
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✤ 放送部 有線放送課
✤ 第⼆有線放送担当
✤ 令和２年４⽉採⽤
✤ 事務官（社会学部出⾝）

先輩職員からのメッセージ（最前線で活躍中の先輩職員から）

始業
予定・メールのチェック

申請書・届出書の受付
審査を⾏います

昼休憩
先輩や同期とランチ

問い合わせ等の
電話対応

終業
近くのショッピングモールで
お買い物

審査が完了した
申請書や届出書の処理
通知書の交付等

8:30

9:00

12:00

13:00

15:00

17:15

1日のスケジュール

有線放送課では、ケーブルテレビや共同受信施設

（共同アンテナ）等の許認可業務を行っています。採
用３・４年目は総務本省で勤務し、そこでも有線放送
の業務に携わっていたのですが、本省とはまた違った
視点で、事業者や利用者に近いところで業務に携われ
るのも当局の魅力だと思います。
当局は若手も多く、上司にも質問しやすい環境で、

働きやすい職場です。当課はテレワークも可能で残業
も少ない部署なので、業務後の自分時間も充実してい
ます。

始業
メールの確認

事業者からの申請書類
を確認します

事業者とラジオ局開局に
向けた打合せをします

8:30

10:00

13:00

17:15

1日のスケジュール

近畿管内ラジオ局の免許関連業務に従事しており

ます。その中で既存ラジオ局の設備変更やコミュニ
ティ放送局の開設といった相談を受けることも多いの
ですが、ラジオの受信環境の変化につながる、地域へ
の影響度が大きな話であるため、慎重になりつつも地
域の便益につながる様、事業者等と綿密に話し合いを
行っております。
この職場にはやりがいのある仕事や、仕事を通して

自分を成長させる機会が豊富にあります。ICT利活用
による豊かな近畿社会実現のため、一緒に働きません
か。

✤ 放送部 放送課
✤ ⾳声放送担当
✤ 平成26年４⽉採⽤
✤ 事務官（電⼦⼯学科出⾝）

お昼休み
⾃席で⾷べる⽇もあれば
同期と外でランチも︕

12:00

終業。やっぱり
仕事終わりのビールは
最⾼ ︕︕
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先輩職員からのメッセージ（最前線で活躍中の先輩職員から）

入局１年目は電波利用環境課で高周波利用設備の許

認可を担当し、２年目の現在は、防災行政無線など、
地方公共団体が所有している無線局の許認可業務を担
当しています。府県や市町村を相手にしたスケールの
大きい業務にやりがいを感じています。
当局は若手が多く、賑やかな職場です。先輩方はと

ても明るく優しく、終業後は一緒にご飯を食べに行く
こともあります。また、上司の方々への相談もしやす
く、とても働きやすい環境です。とても楽しく充実し
た日々を過ごせているので、入局してて本当に良かっ
たと感じる職場です。

✤ 無線通信部 陸上第⼆課
✤ 第⼆公共担当
✤ 令和５年４⽉採⽤
✤ 事務官（⼯学部出⾝）

休日の過ごし方

職場の若手や友人たち

と飲みに行くことが多い

です

趣味の野球観戦には何

度も現地に行きました！

また、有給休暇もとり

やすく、友人たちと予定

を合わせて旅行にいくこ

ともあります

休日の過ごし方

私は、携帯電話やインターネットなどの電気通信

事業に係る届出業務を担当しています。現代の生活に
欠かせない電気通信に関わる仕事に携わることができ、
日々やりがいを感じています。
分からないことがあっても、上司や先輩に気軽に質

問できる環境なので、1年目でも安心して働くことが
できる職場です。
20代の若手も多く、明るく賑やかな雰囲気なのも当

局の大きな魅力だと思います。

美味しいご飯が大好き

なので、週末は気になる

お店巡りをしています♡

休みの日は仕事のこと

は忘れて、思いっきり楽

しむことに集中します！

✤ 情報通信部電気通信事業課
✤ 事業担当
✤ 令和5年4⽉採⽤
✤ 事務官（経済学部出⾝）
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先輩職員からのメッセージ（最前線で活躍中の先輩職員から）

休日の過ごし方

業務やレジャー、防災等多くの場面で幅広く使用

されている簡易無線局の許認可業務を担当しています。
申請書類の書面での審査の他、電話や窓口での問合せ
対応も多いため、迅速かつ正確な回答ができるよう
日々勉強しています。
入局前後のギャップを感じることが少なく、想像し

ていたとおり、雰囲気がよくとても働きやすい職場だ
と感じています。特に年齢の近い方々とは、仕事終わ
りにご飯に行ったり、休日は遊びに行くなど非常に仲
良くさせていただいています。

趣味が野球観戦なの

で、休日はよく好きな

チームの応援をしてい

ます！

予定に余裕があると

きは球場にも足を運び

ます

✤ 無線通信部 陸上第三課
✤ 簡易無線担当
✤ 令和５年４⽉採⽤
✤ 事務官（法学部出⾝）

主に航空関係の無線局を中心とした許認可・検査業

務に携わっています。ヘリコプターへの搭乗や、空港
の滑走路付近や管制塔に足を踏み入れる機会もあり、
ここでしかできない業務が沢山あります。業務を通じ
て航空業界の安全を支えるとてもやりがいのある仕事
です。
私自身民間企業の経験がありますが、入局してワー

クライフバランスの良さ・職場の和やかな空気に感動
し、充実した日々を過ごしています。上司や先輩方に
気軽に質問しやすい環境も魅力です。

休日の過ごし方

展示会巡りや友人達と

フットサルなどをして楽

しんでいます！

有給がとても取りやす

い職場なので、様々な場

所へ旅行にいってます！

✤ 無線通信部 航空海上課
✤ 航空通信担当
✤ 令和5年10⽉採⽤
✤ 事務官（⽂芸学部出⾝）
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先輩職員からのメッセージ（本省経験若手職員から）

✤ 総務部 財務課
✤ （本省での勤務先）

総合通信基盤局 総務課
✤ 令和２年４⽉採⽤
✤ 事務官（環境システム科学類出⾝）

総務本省では、局内のとりまとめや庶務を
行う業務をしていました。
朝は８時30分に出勤と、周りの同期より１時

間も始業時間が早かったですが、夜の残業
はなく毎日定時に帰宅でき、料理をしたりジ
ムに通ったりするなど、自分時間を満喫して
いました。
休みの日は、同期とディズニーランドや東

京の名所をまわり、私生活がとても充実した
２年間を過ごせたと思います！

✤ 総務部 総務課
✤ （本省での勤務先）

総合通信基盤局 監視管理室
✤ 令和２年４⽉採⽤
✤ 技官（理学部出⾝）

総務本省では、良好な電波利用環境を維
持していくための制度整備等の業務に携わ
りました。
令和5年に開催されたG7広島サミットでは、

現地まで赴き電波の混信を未然に防止しま
した。
お昼休みは同期と一緒に手作りのお弁当

を食べて楽しい時間を過ごしていました！
２年間で料理も少し上達した
かもしれません。

✤ 無線通信部 陸上第⼀課
✤ （本省での勤務先）

総合通信基盤局 事業政策課
✤ 令和２年４⽉採⽤
✤ 事務官（法学部出⾝）

電気通信事業に関する政策立案、制度整
備を行う部署に在籍し、政策の検討材料とし
て市場の競争状況の動向を収集・分析する
業務に携わっていました。
全国報道されるような話題を扱うスケー

ルの大きい仕事が多く、刺激的な日々でした。
また、本省では、各地方局の同期が一同に

会すので、交友関係が広がりました。地方局
に戻った今でも連絡を取り合っていて、定期
的に旅行に行く約束もしています！
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先輩職員からのメッセージ（新規採用職員に聞いてみた）

1 通勤時や業務中の服装

2 お昼ご飯はどうしていますか

3 デスク周りのお気に入りアイテム

「同期で集まって食べています」
「たまに外出して行きつけの中華・
和食・ラーメン等にも！」

✿ハンディ扇風機
パソコンの熱がこもりがちなので、温度
調整にものすごく役立っています
✿サボテン
これから育てる計画を立ててます
✿文房具類
お気に入りのキャラで揃えると気分が
上がります！

【女性】
「オフィスカジュアルが多いです」
「外の現場に出る際は、パンツやスニーカー
などカジュアルで動きやすい格好にするこ
ともあります」
「生地の種類は様々ですが、主にシャツを着
るようにしています」
【男性】
「勤務中はノーネクタイノージャケットです」
「必要な場合に備えてネクタイは自分の
ロッカーに入れています」

5 退庁後の過ごし方

「梅田でショッピングをしています！」
「野球観戦に行きます！」
「お笑いライブを見に行ってます！」
「週末は同期や先輩とご飯に行くこ
ともあります 」

みなさまと一緒に働けることを楽しみにしています♫

4 当局を志望した理由

「生活する中で必要不可欠な情報通信に関
わる仕事をしたかったからです」
「業務内容ももちろん魅力的でしたが、一
番は職員の方の雰囲気です」
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妊娠 出産 １歳 ３歳 ６歳

時間外勤務の制限

健康診査及び保険指導のための
職務専念義務免除

業務軽減等

通勤緩和

休息、補食の
ための
職務専念義務
免除

産前
休暇

産後
休暇

配偶者出産休暇

育児参加のため
の休暇

保育時間

育児休業

超過勤務の免除

育児短時間勤務、育児時間

子の看護休暇

早出遅出勤務、休憩時間短縮特例

※産前：出産予定日の６週間前
（多児妊娠の場合は14週間前）から

※産後：出産翌日から８週間

※出産のための入院日から出産後２週間までの間に
２日

※妻の産前産後の期間中に子の養育のために５日

【汎例】

女性職員のみ

男性職員のみ

女性・男性職員とも

男性職員のみ

（女性職員は産後休暇中）

※フレックスタイム制を活用す
ることで、勤務時間の変更が可
能です。
テレワークも活用できます。

⼦どもが３歳になるまでは育児休業を取得できるほか、育児短時間勤務や
⼦の看護休暇など、⼦育てと仕事を両⽴するための多様な両⽴⽀援制度があ
ります。男性職員についても、妻が出産する場合の休暇（配偶者出産休暇、
育児参加のための休暇）が設けられています。
職場の仲間がお互いを理解し、それぞれの育児事情にあった制度を活⽤する

ことで、⼦育てをしながら、無理せずに活躍し続けることができます。

ワークライフバランス（出産・育児に係る両立支援制度）

超過勤務の制限
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【過去10年間の両立支援制度の活用実績】

■ 取得率100％

通勤緩和 産前・産後休暇 育児休業 育児時間

在宅勤務
（テレワーク）

フレックスタイム制休憩時間の短縮

配偶者出産休暇 育児参加休暇 育児休業 子の看護休暇

育児時間在宅勤務
（テレワーク）

子の看護休暇

育児短時間勤務早出遅出勤務
健康検診及び保健指導のた
めの職務専念義務免除

フレックスタイム制

男性職員の場合

女性職員の場合

ワークライフバランス（出産・育児に係る両立支援制度）

テレワーク勤務の１⽇のスケジュール

●6:45 起床

朝ご飯準備等、朝の⽀度

●8:00 ⼦どもを幼稚園へ送る

●8:30 勤務開始

●12:00 昼休憩（晩ご飯の準備）

●17:15 勤務終了

●17:45  ⼦どものお迎え

●21:00 ⼦どもを寝かせる

●23:00 就寝

私は、現在3歳の⼦どもの⼦育てをしながら、フルタイムで働いています。
私が朝の幼稚園への送り、夫が帰りのお迎えを担当しています。
また、週2回ほどテレワークをしており、お昼休みに買い物に⾏ったり、晩ご

飯の準備をしたり、⼯夫して⼦育てと仕事を両⽴しています。
⼦育て⽀援制度が充実しているのはもちろん、いずれの制度も利⽤しや

すい雰囲気であるので、とてもありがたく感じました。

✤ 陸上第⼆課
✤ 第三公共担当
✤ 平成30年4⽉採⽤

通勤緩和

産前・産後休暇 育児休業

妊娠中に通勤ラッシュの時間を回避して通勤
できました。

育児休業を３年取得しました。
離乳⾷や夜泣きの時期を過ぎてから復帰で
きたので、少しだけゆとりを持って仕事と⼦育
てを両⽴できています。

テレワーク勤務の⽇のお昼休み等に、溜まった
家事をまとめて終わらせています。

在宅勤務
（テレワーク）

フレックスタイム制

実際に両⽴⽀援制度を活⽤した職員の声
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ワークライフバランス（多様な働き方の推進）

柔軟な働き⽅を実現するため、総務省ではテレワークの活⽤を推進してい
ます。職場内においても、従来は育児・介護の職員が主な利⽤者だったとこ
ろ、新型コロナウイルス感染症対策を契機に多くの職員が利⽤することとなり
ました。
５類移⾏後も⽇常の働き⽅としての定着に向けて、職員に積極的な利⽤を
呼びかけています。

仕事中わからないことがあっても、テレワークだと上司や先輩に聞きづら
いイメージがあります・・・

そんなことはありません。メールだけでなく、社内チャット機能や
通話を⽤いて、資料や画⾯を共有しながら気軽に質問・相談
することができます。

紙でのやりとりが多いと思うのですが、どのようにテレワークを⾏うのでしょ
うか︖

そんなことはありません。電⼦申請の推進の他、
押印廃⽌やペーパーレス化が積極的に進められた
ため、家でできる仕事が、数年前と⽐べて格段に増
⼀⽅、紙でしか扱えない情報もあるため、
出勤の⽇はこの仕事、テレワークの⽇はこの仕事を

⾏う、とメリハリをつけて業務に取り組んでいます。

テレワークのいいところは何でしょうか︖

通勤時間がなくなる分、時間を有効に活⽤することができます。オンライン研修や
会議では、集中して参加することができます。

🎥 ☎ 💻

➣

・・・・・？

・・・・・・・

📷

・・！・・・・・。

係長
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皆さんの疑問にお答えします

Q. 採用後はどのような業務を経験できますか？

A. 本人の希望や、適正などを考慮

して、多くの部署での業務経験を積

んでもらうため、おおむね２～３年

ごとに担当業務が変更となります。

配属先や業務内容については、

行政系と技術系の区別はなく、各

人が持てる能力を最大限に発揮で

きる人事配置を行っています。

Q. 採用人数はどのくらいですか？

A. 過去５年の採用状況は以下のとおりです。

Q. 近畿総合通信局ではどのような人材を求めていますか？

A. 採用に当たっては、試験区分や文系、理系

にとらわれず、やる気や可能性を重視した人

物本位の採用を行なっています。

公務員としての役割を認識し、また、協調性

をもって何事にも積極的に取り組み、自分の

能力を最大限に活かそうと努力する意欲あ

ふれる人材を求めています。

総務部

2３%

情報通信部

17%

放送部

12%

無線通信部

3１%

電波監理部

1７%

部署別職員数比

事務官

66%

技官

34%

事務官・技官比

採用年度 R6 R5 R4 R3 R2

国家一般職（大卒程度）

行政近畿 7（4） 6（4） 12（6） 6（3） 6（3）

国家一般職（大卒程度）

技術（全区分） 1（1） 0 1（0） 0 1（1）

合計 8（5） 6（4） 13（6） 6（3） 7（4）

※（ ）内は女性採用者の内数です。
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Q. 電波や通信の知識はありませんが、技術的なことに対応
できるでしょうか？

A. 採用前に電波や通信の知識がなくても大丈夫です！

採用後、情報通信政策研究所（東京都国分寺市）を中心に約１ヶ月間の

新任職員研修があるほか、各種業務に直結した専門研修も年間を通じて

組まれています。

また、職場内でのOJTも充実していますので、仕事に取り組む中で、技

術的な内容についても無理なく理解できるようになります。

Q. 勤務地はどこですか？

A. 管轄は近畿２府４県ですが、出張所等がないので大阪合同庁舎第一

号館（大阪市中央区）が勤務地となります。

ただし、採用後３年目からの２年間は総務本省（東京都千代田区）での

勤務があります。

また、キャリアアップのため、本省での勤務を継続することも可能で、

海外勤務も夢ではありません。（南極昭和基地も！）

皆さんの疑問にお答えします

Q. 勤務時間はどうなっていますか？

A. 勤務時間は８時３０分から１７時１５分まで（休憩時間は１２時から１３時ま

で）です。土日及び祝日並びに年末年始（１２月２９日から１月３日まで）は

休みになります。

Q. 残業はどの程度ありますか？

A. 部署や時期により異なりますが、平均して月１０時間に満たない部

署がほとんどで、多い部署でも月１５時間にはなりません。

時期は、３月、４月など年度末、年度初めが多くなる傾向があります。

なお、毎週水曜日は定時退庁日としており、残業をしないように職

場に呼びかけも行なっています。
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Q. 出張の頻度はどのくらいですか？

A. 各種会議、無線局検査、電波監視、警察や海上保安庁との共同取締り、

電波環境の調査など、配属部署に応じて出張があります。

基本的には近畿管内ですが、各地方の総合通信局や総務本省への出

張もあります。頻度は部署により異なります。

皆さんの疑問にお答えします

Q. 女性は活躍していますか？

A. 職員の男女比は男性7割、女性3割ですが、40歳未満に限定すると女

性が約５割在席しています。

また、育児支援制度が充実し、職場の理解もあるため、結婚や出産に

伴い仕事を辞める女性職員はほとんどいません。

Q. 研修制度や内容はどのようなものがあるのでしょうか？

A. 情報通信政策研究所が実施している研修は以下のとおりです。

研修期間中は日常業務を離れ、集中して研修に臨める体制を整えてい

ます。

・ 総合研修 （全員参加）

新規採用職員から管理者までの各階層ごとに、それぞれに必要な知

識の修得や能力の開発を目的としています。

・ 専門研修 （新たな部署に配属された職員が対象）

特定の業務分野における職務に必要な専門知識・技能能力の修得を

目的としています。

※専門研修の例…電波監視科、電波利用環境科、陸上関係無線科、航空海上無線科、サイバーセ

キュリティ科、防災対策推進科、放送行政総合科、電気通信サービス相談科など

男性
46%女性

54%

男女比（40歳未満職員）

女性
29%

男性
71%

男女比（全職員）
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Q. 福利厚生等はどうなっていますか？

A. 総務省共済組合に加入することになり、医療給付等を受けられるほか、

全国各地にある共済施設が利用できます。また、住宅資金の貸付制度な

どもあります。

皆さんの疑問にお答えします

Q. 休暇制度はどうなっていますか？

A. 年次有給休暇は最大年２０日（採用1年目は15日）付与され、未使用

日数は２０日を限度に翌年に繰り越すことができます。このほか病気

休暇、結婚、産前・産後、忌引、夏季などの特別休暇、介護休暇や育児

休業などがあります。

Q. 休暇は取れますか？

A. ワークライフバランスの観点からも休暇の取得を奨励しています。

過去１年間（1/1～12/31）の休暇の実績として、年次有給休暇の平均取

得日数は16日でした。

また、時間単位での休暇も取得できるため、短時間だけ休んで用

事をすませることもできます。
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周波数

（参考）電波って何に使われてんの？

ＥＨＦ
ミリ波

ＵＨＦ
極超短波

ＳＨＦ
マイクロ波

ＶＨＦ
超短波

ＨＦ
短波

ＭＦ
中波

ＬＦ
長波

ＶＬＦ
超長波

波長

特
定
の
方
向
に
向
け
て
使
う

幅
広
い
方
向
に
向
け
て
使
う

強
い

弱
い

直
進
性

多
い

少
な
い

伝
送
で
き
る
情
報
の
量

１ｍｍ

１ｃｍ

１０ｃ

１ｍ

１０ｍ

１００

１ｋｍ

１０ｋｍ

１００ｋｍ

３００ＧＨｚ

０ＧＨｚ

３ＧＨｚ

３００ＭＨｚ

３０ＭＨｚ

３ＭＨｚ

３００ｋＨｚ

３０ｋＨｚ

地上波

安心で安全に利用できる電波環境をつくるための規則を総務省が
定め、周波数の割り当て等も行っています。

ミリ波レーダー

標準電波

0.1ｍｍ３ＴＨｚ
サブミリ波

Bluetooth

３ｋＨｚ潜水艦通信

福島県

佐賀県‐福岡県
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採用担当者からのメッセージ

総務課長 森本芳明

このパンフレットを最後までお読みいただきありがとうござ

います。

近畿総合通信局は、総務省の地方支分部局の一つです。

近畿２府４県（滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山）において、

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進するため、

日々全力で取り組んでいます。

ＩＣＴ（情報通信技術）の利活用による新たな社会を生み出

す情報通信分野、放送や携帯電話等の様々な用途に使用される

電波利用分野、これらの分野をしっかりと支え、日々の暮らし

を守るお手伝いをしているのが我々総合通信局です。

新たな発想による時代に即した職場を目指して、共ににぎわ

いのあるミライの関西を創りましょう！
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採用に関するお問い合わせ

近畿総合通信局
総務部 総務課 職員係

〒540-8795
大阪市中央区大手前１－５－４４
大阪合同庁舎第１号館４階
電話：０６ｰ６９４２-８５０７（職員係）

アクセス（交通機関）
大阪メトロ谷町線 天満橋駅3番出口より徒歩2分
京阪本線天満橋駅 東口から徒歩5分


